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左から、𠮷德 光男副市長（熱海市）、大江 康弘町長（白浜町）、上定市長、溝畑 宏理事長（公益財団法
人大阪観光局）、野志 克仁市長（松山市）、阿部 万寿夫副市長（別府市）、ケレケシュ・アンドラーシュ 
館長（在大阪ハンガリー領事館）、小泉 凡館長（小泉八雲記念館）
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小学生版ミライソウゾウ会議×防災
松江まちかどダイアリー
松江市長 上定昭仁の「上を向いていこう」／
町自連だより
小泉八雲とセツの面白エピソード／
シリーズ松江の文化力×未来

『松江市生活応援 おまっちぇ お買物券』
お早めにご利用ください！／
９月20日～26日は動物愛護週間です！
認知症とともに生きる
８月27日から電子図書館サービスがは
じまります
中海・宍道湖・大山圏域市長会通信／
マイナンバーカード申請の出張受付
10月１日から水道料金を改定します
下水道の役割や大切さを理解しましょう！／
転居時のごみの出し場所

「松江市自死予防運動」を実施中です
あなたと、大切な家族のために「大腸が
ん検診」を受けましょう／上手に医療機
関にかかりましょう
子育て・健康・福祉
９月は「るるくる」強化月間です
情報ひろば
でかけてごしない～イベント情報～

第５回温泉シンポジウム in 松江

錦織 圭選手の
ラストシーズンを応援！

　日本最古の美肌の湯として知られる玉造温泉を舞台に「第５回温泉シンポジウム 

in 松江」を開催しました♨

　全国の温泉地の皆さんとともに「温泉地から広がるオープンマインド～多様な文化

と人を受け入れる、これからのおもてなし～」について考えました。

　本市出身のプロテニスプレイヤー錦織  圭選手のラストシーズンを応援する懸垂幕

（市役所前）と横断幕（市総合体育館前）を掲出しました。

　市民一丸となって、錦織選手にエールを送りましょう！

懸垂幕の前に立つ上定市長（左）と
錦織 圭選手の母・恵理さん（右）

7
24

7
17

松江市ホームページ
防災メールに登録しましょう。

登録はこちら⇒

商標について：ＱＲコードは、株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

 市報松江８月号掲載記事の訂正 
市報松江８月号の表紙と20ページの掲載内容に一部誤りがありました。お詫びして訂正いたします。

 表紙 　（誤）July 　 
　　　  （正）August

 20ページ 　（誤）松江市ＲＰキャラクター　
　　　　   　（正）松江市ＰＲキャラクター

松江市PRキャラクター
おまっちぇ
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上を向いていこう
Vol.59

松江市長　上定 昭仁 の

地
域
づ
く
り
の
宝
探
し

　
　
　
　
　
　

宍
道
地
区
自
治
会
連
合
会

　

会
長　

三み

島し
ま　

良よ
し
の
ぶ信

　

世
話
役
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
。
地
域
の
皆

さ
ん
の
負
託
に
応
え
、努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
感
染
症
の
予
防
対
応
で
各
種
活
動
が
自

粛
さ
れ
て
い
た
生
活
な
ど
が
、
い
ま
だ
に
ダ

メ
ー
ジ
を
受
け
た
ま
ま
で
元
に
戻
り
ま
せ
ん
。

　

当
時
、
宍
道
町
で
は
自
治
会
の
実
態
調
査
を

さ
れ
、
①
女
性
や
若
者
の
自
治
会
活
動
へ
の
参

画
の
重
要
性
②
災
害
に
備
え
た
防
災
訓
練
の
実

施
③
地
域
福
祉
の
充
実
④
交
通
弱
者
へ
の
対
応

な
ど
、
調
査
結
果
を
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

宍
道
地
区
自
治
会
連
合
会
で
は
、
町
内
８
地

域
代
表
の
理
事
を
中
心
に
、
48
自
治
会
へ
情
報

な
ど
を
通
し
て
進
め
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

自
治
会
は
ど
こ
も
同
じ
と
思
い
ま
す
が
、
歴
史

と
慣
例
は
あ
り
ま
す
の
で
、
簡
単
に
は
い
か
な

い
部
分
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ご
意
見
・
要
望

は
多
種
多
様
で
す
が
、単
位
自
治
会
が
基
で
す
。

本
年
度
は
、
理
事
を
中
心
に
自
治
会
長
と
懇
談

さ
れ
る
機
会
が
あ
れ
ば
、
三
役
も
出
か
け
地
域

の
自
治
会
の
空
気
を
感
じ
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
企
画
し

て
い
ま
す
。

理
事
・
自
治

会
長
、
ご
多

忙
中
で
す
が

ご
理
解
を
い

た
だ
き
お
願

い
を
す
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

本
市
で
は
、
松
江
市
総
合
計
画

「
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｅ 

Ｄ
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｍ
Ｓ 

２
０
３
０
」
の
め
ざ
す
将
来
像
「
夢

を
実
現
で
き
る
ま
ち 

誇
れ
る
ま
ち 

松
江
」
の
創
造
に
向
け
て
、
若
い
世

代
の
柔
軟
な
発
想
を
採
り
入
れ
て
地

域
課
題
の
解
決
に
取
り
組
も
う
と
、

令
和
４
年
度
か
ら
「
ミ
ラ
イ
ソ
ウ
ゾ

ウ
会
議
」
と
銘
打
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
４
年
間
、
高
校
生
か
ら

40
歳
代
ま
で
１
１
５
名
が
参
加
し
て

く
だ
さ
り
、
熱
い
議
論
を
交
わ
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
_̂̂

　

さ
ら
に
、
昨
年
度
は
「
小
学
生
版

ミ
ラ
イ
ソ
ウ
ゾ
ウ
会
議
」
を
初
め
て

実
施
し
て
、
市
立
鹿
島
東
小
学
校
５

年
生
の
み
な
さ
ん
が「
防
災
」を
テ
ー

マ
に
、
地
域
で
の
取
材
や
調
べ
学
習

を
重
ね
ま
し
た
。そ
の
成
果
と
し
て
、

今
年
１
月
30
日
に
市
長
以
下
市
職
員

の
前
で
、
ア
ン
ケ
ー
ト
や
統
計
デ
ー

タ
に
よ
る
根
拠
を
踏
ま
え
た
、
防
災

力
強
化
の
た
め
の
具
体
的
な
ア
イ
デ

ア
を
提
案
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
「
遊
び
な
が
ら
防
災
を
学
ぶ
」
と

い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の
下
、「
防
災
カ

フ
ェ
」
や
「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン

ト
」
の
開
催
、
防
災
意
識
が
自
然
に

身
に
つ
く
歌
・
ダ
ン
ス
の
創
作
、
乾

パ
ン
を
使
っ
た
ク
ッ
キ
ー
・
ラ
ス
ク

の
製
造
、防
災
ゲ
ー
ム
の
制
作
な
ど
、

こ
ど
も
た
ち
の
斬
新
な
発
想
が
光
り

ま
し
た
💡

　

次
の
世
代
を
担
う
こ
ど
も
た
ち

が
、
本
市
で
生
ま
れ
育
っ
た
こ
と
に

愛
着
や
誇
り
を
持
ち
、
豊
か
な
想
像

力
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
育
み
、
そ

れ
を
存
分
に
発
揮
で
き
る
ま
ち
へ
と

進
化
し
て
い
く
こ
と
を
改
め
て
決
意

す
る
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
夢
を
実
現
で
き
る
ま
ち 

誇
れ
る

ま
ち 

松
江
」
を
、
市
民
一
丸
と
な
っ

て
創
り
上
げ
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
！

※�

小
学
生
版
ミ
ラ
イ
ソ
ウ
ゾ
ウ
会
議

に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
本
誌
２
、

３
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

こ
ど
も
た
ち
の
提
案
を

カ
タ
チ
に

　
〜
小
学
生
版
ミ
ラ
イ

ソ
ウ
ゾ
ウ
会
議
〜

〈１月30日の最終発表会の様子〉

「令和７年度宍道地域防災フォーラム」
の様子
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小泉八雲小泉八雲ととセツセツのの面白エピソード面白エピソード
～八雲とセツのちょっとしたエピソードをご紹介します～

その12

松江の文化力の次世代を担う人を紹介します！

【問い合わせ】文化振興課　☎ 55-5517　　　【子ども佐陀神能教室】事務局：鹿島公民館　☎ 55-5716

シリーズ「松江の文化力×未来」

倉
く ら ち

地　みゆ

Vol.27 ― 

佐
陀
神
能 

―　
４
０
０
年
の
歴
史
を
こ
れ
か
ら
も

松江市出身。現在、松江農林
高等学校教諭。佐陀神能保存
会として活動12年目。

【�ユネスコ無形文化遺産
登録15周年記念公演

―神座（かむくら）―】
９年３月７日開催（予定）

　
佐
陀
神
能
は
、
鹿
島
町
に
あ
る
佐
太
神

社
の
例
祭
で
奉
納
さ
れ
る
、
４
０
０
年
以

上
の
歴
史
を
持
つ
神
事
芸
能
で
、
ユ
ネ
ス

コ
無
形
文
化
遺
産
に
も
登
録
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
私
自
身
は
鹿
島
町
出
身
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
中
学
生
の
時
に
地
元
の
神
社
の
お

祭
り
で
、
佐
陀
神
能
保
存
会
に
よ
る
奉
納

演
舞
を
見
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
佐
陀

神
能
に
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。

　
小
学
生
の
頃
、
学
校
行
事
を
通
し
て
市

の
伝
統
文
化
で
あ
る「
鼕
行
列
」に
触
れ
、

地
域
に
受
け
継
が
れ
る
伝
統
文
化
に
関
心

を
持
っ
た
こ
と
も
、
佐
陀
神
能
に
惹
か
れ

た
理
由
の
一
つ
で
す
。
そ
の
お
祭
り
で
、

保
存
会
の
方
か
ら
「
一
緒
に
や
っ
て
み
な

い
か
」
と
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
、
そ
の

言
葉
を
頼
り
に
一
人
で
佐
太
神
社
の
練
習

会
へ
参
加
し
ま
し
た
。

　
当
時
は
、
現
在
の
「
子
ど
も
佐
陀
神
能

教
室
」
の
よ
う
な
指
導
の
場
は
な
く
、
大

人
に
交
じ
っ
て
稽
古
を
受
け
て
い
ま
し
た

が
「
見
て
学
べ
」
ス
タ
イ
ル
の
指
導
に
大

変
苦
戦
し
ま
し
た
（
笑
）。
ま
た
、
佐
陀

神
能
の
演
目
は
多
く
、
今
で
も
学
ぶ
こ
と

ば
か
り
で
す
。
笛
や
鼓
は
素
材
や
奏
法
に

よ
っ
て
音
色
が
変
わ
る
上
、
演
奏
者
同
士

で
息
を
合
わ
せ
る
難
し
さ
が
あ
り
ま
す
。

舞
、
謡
（
う
た
い
）
や
物
語
の
理
解
、
登

場
人
物
の
心
情
表
現
が
求
め
ら
れ
る
奥
深

い
世
界
で
す
。
日
々
の
稽
古
の
積
み
重
ね

が
、
見
る
人
の
心
に
届
く
舞
や
演
奏
に
つ

な
が
る
と
信
じ
、
こ
れ
か
ら
も
稽
古
を
続

け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
は
自
身
の
稽
古
に
励
む
傍
ら
、
子

ど
も
佐
陀
神
能
教
室
で
の
指
導
に
も
携

わ
っ
て
い
ま
す
。
私
自
身
が
保
存
会
の

方
々
か
ら
受
け
継
い
だ
よ
う
に
、
こ
の
伝

統
を
次
の
世
代
へ
繋
ぐ
こ
と
が
私
の
使
命

だ
と
思
い
ま
す
。
い
つ
の
日
か
、
指
導
し

て
い
る
こ
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
舞
台
に
立

ち
、
演
舞
す
る
姿
を
皆
さ
ま
に
お
披
露
目

し
た
い
で
す
。

　
今
後
も
、
伝
統
を
大
切
に
し
な
が
ら
新

た
な
発
信
に
も
取
り
組
み
、
多
く
の
方
に

佐
陀
神
能
を
知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
活

動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

セツの最後の里帰り

　セツには忌み嫌う呼称が２つありました。幼い頃の「もらい
児
ご

」、八雲と出逢ってからの「洋
らしゃめん

妾」です。洋妾は外国人に仕
える日本人女性を意味する当時の蔑称ですが、これを八雲も嫌
いました。熊本時代、夫婦は隠岐の島の士族の息子を預かって
いましたが、その子が「洋妾の唄」を歌ったのを知った八雲は、
すぐに隠岐の島に送り帰したほどです。セツはこれらの心ない
言葉に、どれほど傷付けられたことでしょう。八雲が亡くなっ
てからの27年間、故郷松江に帰省したのは56歳のとき（大正
13年）、１度きりでした。

小泉八雲熊本旧居

小泉八雲とセツに関する出前講座の申込受付中。詳しくはこちら ▼

Matsue�  September9

演舞の様子　演目：八重垣
（左から２番目が倉地さん）
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